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	①「抽象論より、具体論」：自分の体験から語ると、聴き手の関心が高まる
	②「反対するときは、代案を示す」：評論家にならず、建設的な議論をしよう
	③「議論のコーディネーション能力を磨く」：論点整理＆雰囲気作り＆板書
	学生時代に「人間力」を鍛えれば、一生の財産になる！

